
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2025年7月31日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証市場別指数の推移
（期間：2025年7月31日～2026年8月28日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202608_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 4,146.71 1.95% 4.62% 5.28% 34.21%

日経平均株価 55.05%66,405.56

企業業績についてはAI関連企業を中心に、全般的に好調とみています。原油価格が再

び上昇傾向で推移する中、投資家の間ではAI関連企業の競争激化に対する懸念が広が

りやすい状況が続いています。しかし、企業業績はAI関連を中心に概ね好調に推移し

ていることに加え、財政拡張のプラス効果や高水準の自社株買いも期待されることか

ら、国内株式相場は底堅く推移するとみています。

国内株式相場は底堅く推移

（期間：2025年7月31日～2026年8月28日）

情報提供資料

2026年8月31日
国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2026年8月24日～8月28日）

投資環境見通し（2026年8月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。

25日に、米国務省が中東地域から退避させていた外交官を各国大使館へ戻す準備を進

めていると報じられたことを受けて原油価格が下落し、米長期金利も低下したことか

ら、ハイテク株を中心に買いが集まりました。その後は、米大手半導体企業の好決算

が支援材料となったものの、東京都区部CPI（消費者物価指数）の上振れなどを背景

に国内長期金利が上昇し、上値の重い展開となりました。

MYAM Market Information
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